
、

艦行人小山長雄長野魎市常入働1大堂辮部亀iiご・
発行所社脳千曲会 ﾙ虚蒜濃）罷、㍊織；　’・，，・

oξ三一≡』　ム

ブラジルを視る
荻　　原　　行　　雄

　ブラジルは面積8．511．965励，日本の22．5倍，広大な　　　奥地に入植した人達も金ができると子供の教育等の関

国土は熱帯，亜熱帯，温帯圏にまたがっている。人口は　　係で都市やその周辺に移動し，養鶏，野菜，果樹等の栽

約8．468万人，人口密度は，1平方キロに約10人足らず　　培や商業等に転向する人もある。日系人の大部分は南伯

開発されている地域は全国土の僅か4％に過ぎない。大　　　特にサンパウロ市とリオデジャネイロ市及びその周辺に

統領は，アルッール・ダ・コスタ・…　シルバ元帥，軍　　集っている。サンパウロ市は人口550万，世界で最も成

政である。平価を千分の一に切下げ，インフレーシ・ン　　長の速い都市といわれ，その近郊を合せると約700万に

も収まって，経済も一応安定している。　　　　　　　　　近いそうだ。ブラジル第一の都会で同国最大の経済力を

　教育は都市と農村では非常な軽差があり，移住地には　　　もち約10万人の日系人が居住している。市の中心部に近

小学校はあるが，それ以上は都市の学校に行かなければ　　くガルボンブエノ街という日本人町がある。日本品を陳

ならない。日系人は教育に熱心で，就学率は75％，中等　　列した商社が軒をつらねている。繁華街のお茶水橋近く

教育以上20％，未就学は4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を歩くと必ず日本人に出会

とその合の子等皮膚の色，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学教授．弁護士．医師等も
髪の毛顔かたちの違う畑　　　靹道路縦完成した学園　　　多く出ている．サンパウ。

が集っている。風俗，習慣，言語を異にした人達が夫々　　市では日系TlT民の協力無しには何事もできないそうであ

の知恵と技術を持ちよって親和と協力によって明日の国　　る。二世は市民権を持った純然たる日系ブラジル人であ

造りにまい進している姿は尊く感ぜられた。ドイツ，イ　　るが，一世はたとい帰化しても．政治，教育，スポーッ

タリー，ポルトガル，スペイン等の白人達は移住すると　　などには口を出すことができないとのことである。

部落の中心に真先に教会を建て，信仰，社交，教養の場　　　日系農家のブラジル農業に貢献した点は非常に大きく

とするが日本人は真先に学校を立てる。戦前の日本人は　　先ず輸出の50％を占めるコーヒーについて日系人の占め

出稼的な考え方で，まとまった金ができれば日本に帰る　　る割合は8．8％，綿花は13．7％，落花生は21．2％，じゃ

つもりで移住したため，いつも心が日木に向いていて落　　がいも4．1％，鶏卵は43．8％である。

ちっかず伯人達からも非協力的と非難されたが，戦後は　　　サンパウロ市の台所を一手に引き受けているコチア産

腰を落ちつけて生活するようになり協力的になって日系　　業組合の青果部に出品される農産物の大部分は日系農家

人に対する評判は非常によい。　　　　　　　　　　　　によって生産されている。今までに日系農家がブラジル
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農業に貢献した点は，新作物の茸§〔入，未開発地域の開拓　1こ住みよい所である。ここの移倒3：1929年鑓桝味鱒燦

生産技術面の改良などである。　　　　，　　　　　　　山治氏と当時のブラジル蹴在の田付火使惇が日木敬府と

　提業以外に日本からの進出企業も多く，商業23社，金　　　相談して設立した南到1石殖会社（社長lui原八郎氏）が大

融・仰険8社，工業32社，漁業3社で，11木のブラジル　　　アマゾン開拓の最初の］礫地として開拓θ：甜一ゴ，；を入れ、

に対する投資と融資の累計は約2億ドルで「1本の涼外投　　　た歴史的な所である。

賛額の28％で，進出企業は66社である。　　　　　　　　　　開η｜初期は経済ll勺の苦しみに加えて，熱帯地方特’1∫（元）

近勾は技術樹品力多くなっている汎ブラジルでは　マラリヤに悩卍され，離耕↓〔淵川380戸軸・。た川ご

硯在労働力は不足していないので単能工ではなく，高度　　　人移f儲は98戸寮でに減少した。その後術畿施設，』特効

の技術と賛本を持って来る人を緻迎している。　　　　　　薬も完備され現在日系人472宏族，267f）名が∫、｝住，260万

　ブラジルでは日木のような年功序列や長幼の序等の人　　木のピメンタを栽培して年間約（｝午トンの加1賭邊三産し

間関係があまりやかましくない。企“1芯は職能給を6艮用し　　その大部分はアメリカ，コーロッパに輸出され知こいる（、

学歴，年令などは日］ミほど正視していない。人口88万プ　　　胡椒は戦後商ll）［が続きトン当り100f）ドルもしたが現在は

ラジル幼四の都市，ドイツ，イタリー系の移1主者の多い　　　500ドル位に値下りしているが，仙界的の需嬰の増力flも

ポートアレグレ市から更に東北に130伽行った山間部に　　あり，インド，東南アジア諸園の産出蒲かε｝判断しても

入口約11万のカシアス・ド・スールという都市がある。　　永年基i個乍物とし．て期待が1もてよう。然し往年のような

ここに米系のロドート・ショウ・1ご・ブラジルというサ　　　ピメンタプームを期待することは困雄で，これからは稲

一モスタットを作っている会社に勤務している帥奈川県　　　作，・疏菜園芸，牧畜などを］反入れた多角経営で進むべき

酬・江業間刻］身の27才の独身青年は溺｝1回の技術移　であろう。

住者として渡伯満6年で工場～欠長をしている。最初は日　　　移住者もそれぞれ年数に応じ安簸した坐活を行ってい

系の会社に勤務していたが4イlll‖で退職，2イIH｛∫にこの　る。戦前の㈱三地から30力鳩‖れた所に第二1・メアス蹴

会社に一工員として入社，技術と勤務成績の優秀性が認　　地が事業団により，1000宗族受け入れを目標に移口三地が

められ抜てきされて部長，部長班に次長に累進したもの　　設定されている。ここに沢田女史の経営するエリザベス

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サンダースホームの兇園や事業団の試験提場があ為。小

　リオデジャネイロにある石川島ブラジル造船所はrl系　　弓｛交は各移住地に，第一トメアスには中学佼，飛行場，

賛本go％で・ト・ブマネージメントクラスやi搬技術者　産業組鉢爵8踏察脇郡役所醐判所，波止場等もあ

は日本人が独占しているが伯人の課長もおり，熔接エな　　　り，トメアス郡長は日系人である。郡の人口は約工3．00〔｝

どは殆んど現地人である。現在2万トンクラスの貨物船　　人．面租は5558励（東京，工奇玉を合せたより少し小さい）

を造っている。ここでも日系二世の活躍がめざましい。　　近き将来，ベレムから首都ブラジリヤに通ずるBK14号

　サントス街道には，ウイリス，フィアッいロールス　　の国際道路にも接続されるので，待望の陸の孤島から開

ロイス，トヨタ，フオルクスワーゲン，シムカなど各国　　放され，南伯の経済圏に直ホiilし，将来の発展が約束され

の一流自動車メーカーが工場を建て盛んに自動車を製造　　ている。

している。ブラジルの自動車の国産化は重童比で98％ま

で臓している．市内で＿番眼につくのはドイツの。オ　（2）パストス

ルクスワーゲンである。　　　　　　　　　　　　　1　　　ブラジルの蚕糸業は南伯のサンポーロ州のバストス市

　化学工業では一部立遅れをみせているが，その他の工　　及びバウルー市を中心とした地域で行なわれている。養

i業では，よほど精密のものでない限り国産品で調達でき　　蚕戸数は約800戸，内60％は日系農、家である。バストス

るようになった。ブラジル政府の工業に対する熱の入れ　　はサンパウロの西北約600伽，パウリスタ線のイヤタリ

かたは大変なものである。　　　　　　　　　　　　　　　駅から約12々肪の地点で，怠行バスで約10時聞，人口120．

　最後に日本人移住地の現状やブラジルの蚕糸業につい　　00人，高原都市で日本人の作った市であり，市長・i，了ll公

て見聞したことを述べてみよう。　　　　　　　　　　　議長も日本人，人口の約70％は日系人であ～’、。ここは日

ωトメアス雛地　　　　　　彬民鵬るさとで・1968年6脚剛i4脚間念酬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が盛大に行なわれた。市内には，ブラ拓製糸（株）や橋

　アマゾン河口のパラ州の首都ベレムから西南に直線距　　　本製糸（有限）があり，ブラジル生糸の70％を生1して

離にして125肋，当地でテコテロと呼ぶセスナ機で約45　　いる。またここは養鶏，ザボン，みかん，i’1：らんも盛んノ

分の所にあるアカラ川に沿う移住地で胡椒（ピメンタ）　　　に栽培されている。

の産地で有名である。赤道直下であるが湿気が少なく実　　　　ブラ拓製糸には岡窓の谷内業務担当取糊1☆汲1’1めと［．
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㌶灘瓢縫㌶；㌶蕊　　退官の御挨拶
谷内1順麹・御・誕内で夜行の紺・・スでこ四二脱洲　　　　　　　　　荻原清治

㌶識　㌶元驚‡馴㌫驚1聯㌶灘㍑1瓢奪
蓼難講轟、ll　1　灘難i蘇1懸1懇i

㌻鍛＝㍑耀1㌶論、蕊≧㌶1ぽ蕊㍑灌：：
翼1瓢㌫・；慧1・蕊；芸馴1㌶鷲驚蕊：當：
竺砒米酬巨けノ↓W軌・・ス等で縞1・r〔想起・灼・・晦1眺繍…細、、、う。，私㌶

魏籔；　㌶麗・饗；＝1ぽ㍑㌶；麟篇㌶認：≧；㌶

1鋼巖㌶；；㌫；㌫㌶㍑㌶蔦㌶1慧：㌶㌶
長湖J’っ 諱E1戸当りの細苗・積｛；15～2°鵬1…胴⊇醜・・ただいソ、こと吟㌫噺です。

ζ＾ハハハ．，～，只、“～ハ画ハ．⌒．ハ、ハハハハハ、．，～，s｛」～，～内．～～　　考えています。今後共御交訂1：の程を御願いします。

i会員名齢求め下さし、1，，日々の二・二三は竺叱・臓せ・こ・・凱

i刊1会購発＿、ては蜘。高，、を賜わli；；㌶鷲1㌶惣惣：㌶掌

iりぽ・・礼申し上げます・お1酬で枝会訓じ多≧瓢員並・千曲会貝の酬にはい・・醐1身休欄い

轡ご舷をいただき・すでに蛛・・たしましたが・｝あらせられ沙し・で棚るい世の・1・とぽよう，既マ

｛残継ありますから未渕　4入しな嚇ぽぐ糠めi・モ・化した蕎畷する袖蝕益醗展させてくださ

i下さい頑禰格は次の已・りですQ　　iるよう鰯プ刷1灘㈱醐剛祈畷します．長い
i　B5版539頁榔t式牢・1・男U・支・別｝∬　の鞭‖1］：御榊・ほんとうに醐うございました．重

i　　llW　600F］（送給む）　　　iねて蹴1の泣表しましてltll礼の鰍批致はす。
i　但し酬会窓・渡しの場合は1111｝500円｝
｛・胴必ず微会酬絡の手弓1とし剛肝さい．1　　田噸光氏発明賞授賞さる
i鯛牒酬についての識や苦詫いただき大誌　信燗維当酬幟酬士醗・梛叙松偉捌会
i参考にな蜘杣・し上｝〕・ます。胡に罐鵬多く｝長）から発明搬搬された．投1拭は4舳隙就
1会員繍追補としてその励動1舵刊・会報・膀i明会館・一ル洞協会蹴の継餐榔め木村筋眼

iに弧いたはした・　　　　　i猷ど1綱が蹴して　隔・た・酬功労都全国か

i・・…44－・・　　i㌶；二離＝：議；‡：
く　　　　　社団法人舳鋤静部1　れた・お祝い・1・し上ぽとともに耐ご活混繊功を期
ξ一一一～…一一一’一・∨一・一一・・一～～＿§1飢鱈・　　　　　　（蹴部）
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　　　　　ご　あ　い　さ　つ　　　　　　（社）千曲会の生成

　　　　　　　　　　　　　　　　小泉清明　　　　　　発展への道の捉，ゴ

私眈の3脈舳・て1瀦・灘額酬いたは　　　一．一会の近代化方策につし・て一1・
した。昭和3年研究雄活にはいってから満4〔｝イド，長いよ

うて短く，短いようで勘。ブ、大・舗て、｛弧あ杣　　　　　　　江里予村一雄

過去に感激をもたないたちの小生も，いささかば慨をお　　　1．　われわれの今日を築いたジ脳皮質の働きとしての

ぼえないわけにはゆきません。　　　　　　　　　　　　　　　　本能τ・集団欲

この間同窓の酬か白」・多大のご交誼にあず・川M．　われわれ吟1顕∫i…W…翻・われのll臓質び畷くの

た。原おん制・しあげ目三す。　　　　　　／脂の内（：r古い［1随質と云柵埠しる」（脳頗のrノ寸伽二

　長い他郷の生活から帰ってみれば，将校はやはり母｛・：．：　　i〔’：・）部分の肋、1ζが，τカ1］6年椥｝i∫にわかった“

いっぽう多少の非情はあっても，カ：んとかして校迎の近　　　そ〔ノ，’『11州晩」い一…ヨ1三れてすぐ母（fL在氷y）る食欲

代化進展をと，心をくだきましたが，思うに任せず，中　　　　苛の第2ぴ）肋きは…司頃にズ丈ると自然に批生える燃欲

途で学校を去ることには心残りがあります。　　　　　　　　そめ第3の働き仁1：…私1田は独りぼっもだは生きたくな

今後もいままで通り水間題叫1：捷細ナ馴存・ご鞭　　　　　　い・1卯鞭し℃1‥いがみあって
階iの程を切にお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もよい，糠と一緒にな・Cくじi占し

　　　　　粧鯉先生勲三鞠勲　　酬醐、臼．，蒜；㍑鑑う徽酬．

信州蝉糖搬本会顧「］批酸興先躰川醐1の　り，わ疏業体バカ7臨わ癬，煽・醐：，庶輪

佳継多’献糊育購に蚕縛研究噂大鋤榔こi5瓢を輸している．訊｝よ］蜘で肋い，わオ噺ぬ
り姫等旭帥灘を賜わ朔ミ誉剛いた・㈱鄭　）　1融質が・欄欄・、と溺端洲然副㌶1、・1：1焼で

’　　山崎寿氏冒本蚕糸学賞を授賞　　　　　ある。

上唖紬同組酷桑技術研3巳臓麟博士剛紙　 この馴欲求続洲1函しるときに・蹴旧’1ぴ’の

（蚕、4）は・蚕の軟化輌原休ウイ・・スとその嚇洞・　琉力渉或は組さを批・こ‘’端1が満さ糠じ’と

関蝿確，の成果力認められて日ξ耀託騨iの栄誉　きに孤醐・き：購寂しさ舗える・

蚕緯賞搬賞された。表繊｝」・4ノ］3El第39即栢　 オ・・れオ・れは1〔川蜥飢ても・気が互ユ…うこと駄いし・

糸絵総会の廠ヒ行われR己繍瀧行。た．山‘辮士は　性髄30喘断・ても気鵬れ紅と駄い・しかし集
こ⑳脚。よ。て先に昭和40・1・｝・縮敏化賞を，4241・　ロ1欲は111でも　lllさ肱し’と・／哨榊　がし’・別した

に鴎林姫髄，43年に憾糸科勤醐搬賞され　人でも5目金醗狂状態になる・
た．こ臓の動る栄誉翻・心・う・ら祝福し，ますますご　この世σ）中はうるさい融りぽ・雛なりたいと訪

発殿醐りいたはす。　　　（編集部）　こ≒で・ソ連国や米国｝こ蘂孤獺三験凱㍑・うものな

　　　　船後勇平氏（蚕6回）の鏑　　；襟㌫6蕊襟象曜：麟蕊
　　　　　　勲四等瑞宝草を援けられる　　　　　　「身休の諸機能も大きな影響を受けることが判って来た。

　昭和4年茨城県に地方農林技師として赴任されて以来　　　したがって食欲，性欲，集団欲の3つの本能の内で一・番

昭和30年退職されるまで地方技師，地方技官として本鬼　　大切な，厳しい働きを持っているものは集団欲である。

の蚕糸行政に尽された外，地方事務所長として戦後処理　　　この集団欲は赤ん坊が生まれてすぐ母の乳を飲しがる

に敏腕をふるわれ，在職中従五位勲欄‘に叙せられた，　餌次と一系雛母の肌に触れる圧迫感・づeなわちスキンシ

退職後も各方面に活躍されていたが，今回の生存者叙勲　　ップでその集団欲を満足することができるものである。

に悶、しこれ等の功績を再評価され勲四鑑に叙せられて瑞　　　この集団欲が満されないと・赤ん坊の心に歪みを起し

宝章を授けられ，天皇陛下に賜謁の光栄に浴された。こ　　それが非行性を芽生えさせるから，赤ん坊を育てる上に

ごに同氏の御栄光に対し心から御祝い申し上げます。　　　一・番大切なことはお乳よりも，赤ん坊の求めている集団

　爾同氏は日降の千曲会定期総会に於て長年茨城支会長　　歓を満してやることであるσ

を歴任され其の功績により社団法人千曲会理事長より表　　　大人になると言葉・文字によって人間関係を作り・集

彰された。現在は千葉市稲毛海岸に住居されている。　　　団を組織し，愛しあい，喧嘩をして，その集団欲を満し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（茨城支会記）　　ている。しかし，われわれ大人も赤ん坊と同じく肌の触
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れあいで・どんな峨lf撤がすなおに満されるもので～ち　　　選槙れている人はい加、か？

るかと諮ことちここ剛調＾るものでこぽ・　　　…［｝1脚馳細・ては，将ll徽隔ぷ蹴む拠により

　われわれがその集団徽齪づ『る社舗聯ぼえば・　寵撫こおいて銀・はり，班乎されるので，拙不・～1｛曜

　その第1は　　わが家庭である　　　　　　　　　　　　挙がなされていると云って1、営い過ぎてはない，これで

　その第2け　わ・鋼窓会・わカご企淋で繍　　　は役敗やる気を剛と翫ても禦1！題る．歎1姻
　その第3は　　わが社’、，わ力醐；ミで～もる　　　　　　　についても，プ〈体同じようなことヵこ云える。

　私達は・以上3mの集団のP寸小さくU瞭脇～欠にやや　3．（社）酬鍋の変貌

大きくF踏会・企業休に謝・て・肌の角蜘あいで集団欲　・’；珊の獅1ぷ術］糠糊酬肪，酬・鵬購てく

端し・大きくはわがト臨わ力服獅肱］洲｛する　流鮒1畷ぷ制楓の1！鵡川，かつてわが1劃
ことによりその蜘」｜欲肴ご満足させ，ポ人淫のζヒ成発展が約　　の輸出産惜の：人’、｝：であった蚕糸罫’｝｜，詑ことに大きな帳

束さ洞もので溺・　　　　　　　1亘1≧セじ眺た，一加のようオ、・剛肪、。斜・，砲繰
　ですから，私池閤籔離オぬこと渕峡加・醐様　の弐摺縛rlr陳の蹴の変・ll’ら加えて，｝雌の粥1緻革

に同’絵を離脳ことは・自己叫1鋤活のぱ2榔分　によ・て，（初・ト曲頒の細のも剤・1・　学伽，大き

を放簗し魂団欲のひずみを・ぽせ・賠の蜻に大き　くその形を，分岨劉£して来た。

な障髄起すと⊇る・　　　　　　　　約，蹴のわ醐眺剃C糀発脚路籾初ウエイト
　ここに｝3いて・却の軸に；；妬だ（社）刊は獺　歓き殴えたパ卿劉・ら，わ燃nのわ蹄ll雑
は繰あって，上凹の日然の中で，r日じ学舎に，何じ街に　　おけ疑，活匝0分野を汰きく多様化して来た。

跡靴調じ齢に蜘しパ1｝り・戦服接触し　・｛銅・わが銀の多く唖絹ミ，琳蹴は赫く蹴
蹄迷で緬わ綱・れがそ吋蔭酬を満すために，わオ・・　批繊網・関係の‘醐醐。ていたものヵ・，継では，

われの集凹である（社）午曲会を存立させ，その【減発　　　非常に巾度｛い分野に活躍するようになった。

展を計るの剛然の加llに適合した熾剛・ている．　その三1三嬬の繊げξ1ぷ蛾馴繊：麟ミ，僻二1こ

　この思いに・（社）刊ぬ企願がその心をよせパ箸き　蜘翻1㈱姻訂｝粘棚瑚鵬鞘界，騰，附1
い思慮をめぐらして・（社）刊1会の生∬醗展に却性　業，’舩肺1館，即～企鰍1燗城埴加・ll獣，醐

面を画してもらいたいものである。　　　　　　　　　　　☆員の能力をフルに振三）ている。

2・（社）千蛤の現況　　　　　　　　したがって会員…には，わが．、ゆツ・－1舷と拗虻
　2・1　（杜）午1出会の経済力の脆弱性とその機能賀　　　あき足らず遊離戊一ζ産、きが見られるにいたった。

　　　　　遂の問題点　　　　　　　　　そこで冷烈が己父めてわが鯉・1品のノミ旋に眼翻三
　（社）千曲会がその機能を多ξ抑するには，先ずその経　　　ぎ1人1人がその集団欲を満すわが会の態勢の1、1□？：に努

済力が確乎としておられなければならないにもかカ・わCノ　　カしなければならない。

ず・会の魏鉢金に殆ど見るべきものを摺訟いに加えて　　これ1こよって，煽（祖午Illl会は鞠iされ、誠〉う・期

会員費の納入が集1訓欲を意識している会nに〕Oんぶさオし　　　待できる。

集団酬徹底におくれカミ出て，その収綜細：・あがらない　4．（社）千曲会の生成発展への道

悩みがある。故に，ぜがひでも企会員が∬s団欲に徹する　　　　4，1　意志決定への全会員参加。

態勢作りに1日も早く成功しなけれぼならない。　　　　　　会の日標，方針の決定，1「業計画，予顕の法定，役員

　2・2Z蝶展開とコミュニケーシ・ソ料［：の不円滑　選挙等にβ｛ける意志泌に全会妻⑥鋼する態鞭　丁泣

　同窓会として行なわなければならない多くの事業展開　　することカミ緊喫の案件である。

が・経済力の脆弱性により実施されなかったり，タイム　　　註，決定参加の効果

リ｝なコミュニケーシ・ンが行なわれない事実の解決。こ　米国ブ芦ジニア州のパジう・て場における，コ。4・

蜘として改めて集団欲灘　の1繊を期さなければなら　とフレンチの行っ剖ミ団の意翻と蹄加実験（1946・噸）

ない・　　　　　　　　　　　　　A酬：1全力怠翻とフ鯵力礫聞酬業1翻～
　2，3　コミュニケーション爽践は全会員のニーズに　　　　　　　全，員にやる気がみなぎり成果最良であった。

　　　　適応させよ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B集聞　指揮者による作業集団

　折角，千曲会服が発行されているが，企会員のニーに　　　　　　　A集団のような状態は得られないが相当の成

マッチしていない憾みがある，全会員αノ集団欲を満足す　　　　　　　　果は収めた。

る内容に改善すべきである。　　　　　　　　　1　　　　C集団　被命令集団

2・4琳部役員ぼ会役員の中こはなんとなしに　　　やるがx砲らず，成果は不良てあった。
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　具・体策　本部役員の選挙は全会員により，各支会役員　　　い気持で一ぱいである。

　　　　　の選挙は当該支会全会員により選挙を弐施す　　　これに応え，受けいれる態勢が整えられ《5と岡窓の気

　　　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　持は燗々しいものがある。

　選挙法　本部並びに各支会選挙管理委員会において決　　　中には今までに懐しい上日1の学舎を，千曲会館を淑a

　　　　　定する候補者並に立候補者を全会員並に各支　　　砂なかむ昧気なさを感じた会員があるのではなかろうか

　　　　　会会員が夫々選挙する。この乎続き一切は，　　と云うことを心配するものである。したがってこの対策

　　　　　千曲会報によってとり行なう。したがって選　　は最緊要事であることを0｛凋したい。

　　　　　挙費用は殆どかからない。　　　　　　　　　　　　　4，6　適切な．6業展開を金会nのために

　これにより全会員は決雄参加意識に燃え，1三｝｜休欲を充　　　　珊庄ては，わが会は思いだしたように小業隠：胚ljllする

すと」共にわが会の最も弱W・1－肋者，支持音となることが　　が，タイムリー1夙沮が款求’！l一る1ぽ㌦ジ1必嬰オよ川で展開

期符できる。…方当選7fはやる気の最も強い人々℃構成　　　できるような：lll：…1画の糊、、㍑セ轍く口む⑲

され，その態績が期日できる。　　　　　　　　　　　　　　　　附　記

　加えて木部理事の1人1人に職務分掌化を計り，その　　　獄は限近山陽支☆の皆椛に」丘Lの通った’樹ヒを続けら：）に

職務権限と責任を明確化し，中でも各支会別担当］日姐：の　　は，先ずわが支会び）民主化と組織化をII陀庶ければ1知こ、

選任を強く期待する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないと考え，これを次ぎ次ぎと実践｝一るにしたがって会

　叉各支会長は本部理ヨ1：になれる選挙制度に改F”：すべき　　員の1人1人の気将を把』］’ることヵ二℃き，加えて絶大

であり，このためには，現行各支会の：再編成を地域｛［llと　　な支持を得たoこれを取り寵とめ，わが会のあ1：）べき姿

会員勢力から推進すべきである。　　　　　　　　　　　　を以上のように提言した。みなさんのご支持が］㍑れた

　4，2　5］三款変”1の訴え　　　　　　　　　　　　　　　　らこの上の幸せはない。　（1969，4，19）

　4，2，1　第1条文を多様化している会貝の支持が　　　（筆晋：えのむら・かずお，紡7，千曲会川事，山陽支

　　　　　得られるように改芭すべきである。　　　　　　　　　　会長）

1：；：婿㌶㌶㌶㌶《耀田轍男氏（蚕36噸学博撒さる
　　　　　員中より選挙するとあるのを改酩），総会にお　　　　長野県蚕業試！1灸場病理部長凹「1り繁男氏は灘k腫の麟翅

　　　　　いてと云う文句を抹除する。　　　　　　　　　日昆虫ウイルス病に閲する研究、論文を京京大；’；悲学嵩9

　4，2，4　理事の職務分掌をμ1ヒする。　　　　　　　敦授会に博士号審査を溺求してあったが43『：12月23n栄

　4，3　千曲会報の内容の改善　　　　　　　　　　　　当ある堤’｝博士を授与さ2Lた。

4・3・1多様化した類の 囁]・を鞭す細容　宮坂昭氏（農個）農学博士授与さる
　　　　　に改め，真に読まれる会報にする。

　4・3・2　役員選挙並に各支会役員選iiは企面的に　　　Ill1淋省農業技術研ラC所勤務の宮↓馴氏は繊農II亘陣叢

　　　　　会報を活用する。　　　　　　　　　　　　　　その後東大農’1ξ部を卒業し研究に専念しておった。萄ξ：位

　丸4会員の心と体のより所＝千曲会館の運営　　諭い水稲の倒伏1巡三に関する研究ミによって］鯨大培か

　現在の千曲会館はわが会の財産でなく，国の施設とし　　　ら悲学博士授与の本脊を得た。

て，わが会から国へ寄附されていると聞く，これではわ　　＿＿＿＿＿＿＿＿，〃〃＿＿＿＿＿＿”＿＿，，＿　　＿〃＿

が会員はその心と体のより所を縛たない会と云われても　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

働鎚い．　　　　　　　　　　　　　会費を納めて下さい　　i

加式て近代的同窓会館として改造すべきである。’

　4，4，1　会議場，懇談会場，宿泊施設の整備に力

　　　　　をいれなければならない。

　4，4，2　わが会員誰でも，思う時に訪れ，思う事

　　　　　を話し合える，そしてその集団欲を満すこと

　　　　　のできる施設を整備しなければいけない。

　4，5　会員のセントラリゼーション

　上田の学・舎やその内容か，そこにいる人がどんなに変

っても，わが会員は，時に上田の学舎を，会館を訪ねた

ラの撚してわが会は酬会脆1抽ご使用でき・　　　　、　　　　ミ
　　木会運営の土な則源であζ会費を納めて下さい。　ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
会費は4醐500円です・支会扱いの鍋に対してほミ

その3・瀦蛤へ活醐として鮒し話千聴ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　報発行等事業費が1部会員の納入会費によって発行ミ

されるのでなく企会員の会脚・］入率が100％になそ：バ

i蕊、、㌶馴漂：・：謙馴

／納入された蜘以閥fは酬な働ミ
’’’’”〆4〆”’”’”’’”万”z””’“’’’”つβ’’”〆’’’”〃〃〃”’’”叩’㌘’〃’〆’∂〃w’，〆，．，，，，」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たので，その希望は締めていた。家へ入る前に父の指図
山崎伝鳥取大学教授を悼む　　　で他人の飯を蛤というので，岐阜縞山蚕業謝微こ

　　　　　　　　　　　　　　田・亮平蕊㌫㌫㌫㌶《：こ；霞：㌶

研究所長，農博）が若手の技手として勤務しておられた

山崎寿さんには私たちが井上研究室で勉強した一年間井

上先生の助手として生物化学分析を手をとって指導して

下さったが，私たちの卒業直前に高山に赴任されたので

私の高山時代の二年間は学生時代に引つづいて同氏から

御指導を受ける幸運に恵まれたのである。研究設備の皆

無に近い山間の試験場で，文宇通り寝食を忘れて研究に

打ち込んでおられた若き日の寿博士の生々とした様子は

今でも私の脳裏を去らず，その後の私の学究生活はどれ

＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほどこれによって激励されたか判らない。山崎伝君は卒

　昭和5年4月上田蚕糸専門学校養蚕科に入学した40名　　業後一時は朝鮮の実業界で雄飛すべく渡鮮された。お兄

の紅顔の少年たちの中に・一人の長身白哲の学生が直ぐ　　さんとの御別れに高山まで訪ねて来られた同君を，当時

私の眼をとらえた。どこか近づき難い雰囲気をもってい　　高山線の通っていなかった飛弾街道を目動車で送ってい

たが，話して見ると朗らかで，実にユーモアたっぷりで　　ったとき，街道に沿って流れていた飛弾川の清流の白い

ある。これが後年植物栄養学，土壊学において日本を代　　波浪が何故だか記憶の底からよみがえって来る。

表する学者として知られた山崎伝博士と私との最初の出　　　その後山崎君は朝鮮を引き上げ，九大（当時九州帝大

会いである。その後の学生生活や永い学究生活のみでな　　といった）の農芸化学科に入学された。家業を継ぐべく

く家庭上のつき合いでも一生を通じて断ち切れない深い　　試験場を退職して家に帰った私も，どうしても父のあと

えにしに結ばれている二人であることはお互にその当時　　を継ぐ生活に我慢が出来ず，山崎君の後を追うようにし

は知る由もなかった。蚕室の宿直室で泊り込みの養蚕実　　て家をとび出し九大の農学科に入学した。博多駅には山

習のとき一緒であったことがお互に親密の度を加えたが　　崎君の弟さん欣多君（後の富山県農事試験場長，現在山

特に専門学校生活の最後の三年生の時に，井上柳梧教授　　口大学農学部教授，農博）が迎えに出ていて下さった。

の蚕糸化学を共に専攻したことが，研究上でお互に手を　　同君は松高を経て九大の農芸化学科に在学rl1であった。

っないだきっかけになった。当時養蚕科は三年生になる　　取り敢えず山崎君の下宿にころがり込んだ。かぐして山

と動物学の専攻と蚕糸化学の専攻との二組に分れたが，　　崎学者三兄弟と私との永いつき合いが始まったわけであ

動物をやった者は無試験で中等学校の生物科教員の免許　　　る。

状がもらえたので（このような特典が認められていたの　　　九大学生時代の山崎君は極めて勤勉な学生であった。

は当時の旧制専門学校でもめずらしかった）クラスの大　　彼は眼を輝かせて大学の講義の面白さを語り，モルモッ

部分はこの方を志望し，佐藤春太郎教授の動物学の講義　　　トを使っての彼の卒業諭文の進行の期待に胸をふくらま

をみっちり聞いたようである。蚕糸化学専攻にはそんな　　せていた。時には二人でハイキングにも出かけて，大学

特典がなかったためか，ほんの少数の学生しか希望しな　　生活をエンジョイした。農芸化学科では最優秀な学生が

かった。井上教授は当時蛋白質化学の世界的権威として　　西ケ原（現在の農林省農業技術研究所）と専売局（現在

知られたドイツのアプデノしハルデル博士の高弟であり，　　の専売公社）に就職したが，彼は前者に迎えられた。

アミノ酸研究の第一人者であることは学生の私たちも聞　　　その後戦時色が次第に濃くなり，いつの間にか音信が

き知っていたので，私は躊躇なく蚕糸化学を専攻し，井　　途絶えた状態が何年かつづいて，その間に第二次大戦と

上先生の研究室で一年間生物化学分析の指導を受け，蚕　　　なり，やがて終戦を迎えた。山崎君との交友関係が復活

糸化学の講義を聴講した。その少数のグループの一人に　　した時，君は三重県一身田にあった是林省東海近畿農業

山崎君がいたのである。　　　　　　　　　　　　　　　　試験場の化学部長の重職にあり，私は創立間もない愛媛

　上田を卒業してから私は更に大学に進学し研究者にな　　農林専門学校（現在の愛媛大学農学部）に勤務していた。

りたいという希望をもっていたが，封建的な農村の農家　　終戦直後の交通が極めて不便な時で，宿屋に泊ることは

の長男に生まれたため，当然長男は家業（私の家は当時　　ほとんど出来なかった。郷里の岐阜県の山間に家族をお

蚕種製造業をやっていた）を継ぐ可く運命づけられてい　　いて一人暮しをしていた私は，松山から岐阜への往復の
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途中よく関西線の支線の一身川の駅へ下川して山崎君の　　共同研う冠の打合会のため〕1都のδド先で学校からの蹴話宏

；戊庭をたずね泊めていただいた。駅には’｜］時まだ小学｛克　　受け，君の計泓を知り，↓1！1然として∬けなすとごろを知

にあがったばかりの子供さんが兄弟で（姉弟で）迎えに　　　らなかったQ後ヵ↓開けば君ljl今年1月711∬三月の休み

来ていて下さり，私の荷物をもって日の琳れた淋しい川　　　中1こもかかわらず大学の研多‘｛に出塾力して，謂演のデー

舎道を案内して下さったことを思い出す。　　　　　　　　ターをiii「』別中爽然’［♪筋梗塞のため倒れ，誰一一人猫篇人の

　その時代に山崎君は三重県地方に将有な変の湿琉σ）研　　　ないまま息をひきとったという。奥様をよく存じ．ヒげ℃

究に取り組んでいた。湿害の発4機構は山崎潜の専1｜｜」の　　いる私は，1鍵r様にはさぞ御心残りでありたことと御同†llf

土万、」Zや植物栄養単上の問題であったが，多分に私の専　　　に耐えず，加なぐさめ申し上げる言酷圭）ない，、その日の

門の植物生理学己ヒ測解剖学の領城にもまたがぺていた。　　朝元気で菜を川られた君が，そ0）Fiの中に亡く江られ7こ

そこで私はll寺々同君の研究黛を訪れ，研究の進行す～1・Uこ　　のはどうして」）思克ないと［ヌi様が近親のソ∫々に洩らされ’

態の眼のあたり見て，多大の興味をそそられ’同珊∪）質　　　たと後から川き，私は暗肪’亡1のノζぱ㌔

問に対する私なりの答えが幾分｝節灘の研多雛行に役立　　本年41」〃川様拙ぽ大会において｛1’1冷兄・り1訓涛

ったかと，思う。この成果は大冊の「畑作物の湿書にll［1〕’　　1博1：カll　i浪｝るn木蚕蔀’｝’償を受償される。イゴ拓な川肺

、る土壊化学的並びに植物生鰻学的研究」として発衷され　　　宏の；ζ：1‘1：二兄弟・兄弟三’博士が］前ってこの御祝し・の席に

山崎君の学位論文となり，昭和29ηに「「1本膿、；ξ賞」捻　　　っじえ1、り得ないことになり，そのうむの御一・人が（二の御

授賞されたD学位諭文としての取りまとめのとき私ぱ同　　　受賞の口：llifに・世を去られたこ』よ，川囲の1『牝としても

君から相談を受け，9i1〔稿を一覧して，そ’の企貌を肉1り，　　　残念てあるし，伝鴉fl印ll身もさぞ残念に，思われること‘てこ

今・まで相ユ£にかけ離れていた土壊学と植物竺［こ凹；P：とが山　　　あ石う。これ～，人の世のさだめ㌦し℃締と～1る」：りぼかな

1騎君α）研究で爽事に連．絡された一・局苗が限聞されたの廷　　　い。

1限のあたり見て，その威大な成果に頭を下げた。　「山蘭　　　　山暗伝X｜、ノ武士が戦｜沙C倒れる如く君け6jl究搭し）中ケC・

羽’，これは農学賞受賞論文になるよ／」と思わず1叫んだ　　　その輝かしい生涯を閉じた。1日の死；1舷二学貰｛5しい立

が，同君は内心では勿諭ピ1信はあったと恕、うが，まさか　　　派な死であr）た。そして三1．1’の燥然たる〆f、績け：f・馴な何旧∫・’ま

という顔をして黙って笑っていた。私の予想は適中した。　　でも光芒を架なわないであろう。君の功績は後桑3ミても

午曲会の正会員・i賛助会員を逝じて日本濃学賞を受賞し　　　2εの道に志寸次ぎ次ぎの’世代によりて“1｛り∀』がれそ：’でし

たのは1」」崎羽‘が初めてである。　（その後昭和35rミに乖ξが　　　よう。御子様方も皆立派に成人されていると川1くo｝ll｛わ

受賞し，昭和39年には八木誠i攻先坐と小1」、1長雄教授が多1ミ　　　くは冥せられよ。

同研究者として同1時に受賞されたので，現在でけ午曲会　　　　（雛古：たぐち・りょうへい，本学部対鵡函1711！D

員では山崎君を含めて4名受賞していることになる）　　　ζ’”パパ’”’⌒ハ’～’㌦ハハρ鳥“～～～～～’’’”～～～四’‘’～戸㍉’～㌻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ
　私が松山から上田の母校に10；任して・御令兄の訓｛碗　　i　　財団法人上田繊維科学振興会　　　i

博士と高山蚕業試験場以来の交友が6活した，というよ　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

り山崎さんから一加、ぬ｛卸脚。な、搬、㊨噂1　研究助成希望者募集　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
くなった。伝君は私が上田にもどってしばらくしてから　　～　第8回振興会助成金≧ξ付希望者を次の嬰淑で；荻集～

鷲竺；：麟麟禁欝禁鰹蕊i；㌫＿、。，、⌒興剛蹴申訪日i

し松磯も・ているため会う齢はそオ似来二三渡　1端附ること・　　　　　　1
しかなかった．一麟山繍の長如坊が1訟鮪』襯1　｝②応鏑は個人または齢1了1腕とし，読川・酬§

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
を卒業され仰一緒に挨拶に来られた時であった。一身田　　～　果を得ているものとする。　　　　　　　　　～

の小駅の嚥れに継出迎えたかつてのやさしい童女は　i◎粥鋤刀捻交f把研究助・鞍』1銚おいてぷ討｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て
凛々しい才女に生長されているのに，今更時の流れの早・　　｝　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
いのに驚いた次第である。　　　　　　　　　　　　　　～④研究助成金は6月15日に交付する。　　　　　　～

　山崎君が農林省を停年で退職され，鳥取大学農学1］liの　　1⑤伽究助成をうけたものは助成企の交｛覗嬉iこから1）

鰍授として迎えられたことを知って山崎君のために喜び　　｝　年を経過し，6ケ月以内にその研究成果1き：｛　に｛

を禁じ継か。たのは私だけで｝まあ礁い．君齢では　i鍋し畑ナれ駄泌い。　　　　1
日不の学会の代表的な一人として広く名前が知れわたっ　　～⑥申昂田：は本会あて申し込めは送川す1、，苦い1目の～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

ているので・今後は大学搬として活動されるの歓い　｝粥冠飽・蹴を滴する・　　　　1
にII待していた。今年1月上旬五大学と蚕糸試験場との　　ξ．、ハ．～～，～～．．，、ハハ．～∨、．西．～～～へ～～険．～～～壽
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撒遷萎織騰鷲i鵜i－ii繊　i㌦欝嶽i難1；雛

納の道酬i裂コ軸1・1・と鵬猷第2回研働・ター修民川3い・品｛汀雄1川ヒ物，，KK

し・綱㈱戒糊蝋1吐は油励闇受汕肪欄㈱；・・科211撒川・沢三k：・F厭級維判ll間粥｛
泌でき」・・た・新勤ll・入・てぷに加頭，｛・前搬1杣1伽・ン酬い州金メ㍉馴二蝶K願γ、嚇：1課

の舶醐内はいろいろ・糀岨き始械コ：・｝・札剛・卜一刈し2剛拭紺欄・、，雄輪1：ぱlc

め’←⇔阻鵬るく肋・緬酬：び・た・修了．蝋蹴狛でi轍，大学卒繊訓1醐撒（継K｛繊二賜

てきている・　　　　　で2年以」・の：1：場ホ繊酬し鋤肪馬淵i・に1林毛撚K

撲式’牌酷位授賦3月1°推・顕燥ものである・　　細，‘鞠蹴酬銚オ木醗梛
この2つの式が徹椀た・好学4…裕蛾触ご逝去元」・臓純・タミ島∫珊酬大～｝を蝉蹴1測
の馴勝ほじり・なご弼・な凪景で11‘酬瓢授㈱男ミ蔵先生1品月捌184　　　ほ

あつた・　　　　　　　　　　　　　　才の長寿を企うされ泌去された白古谷　森山　　茂　公衆lll生院

入蝋験今轍上1：［1酬ホぱ縦先1は刷1｛1化欄初代科」、ミとして育・川順Ul鮨酬KK

」・田妬泌で掲刷灸が酷われノ・こ・・噺レ軸る・捌朗川29肺1姻1川　明1林｛酬KK

志願澱は綱膿牌1・12臨蹴コ1卿・・細て会［㈱惚］受が葬憾員刷1λ櫛剛」，酬ぷ｝賄蹴
三i科235名・繊維工業化”；：科2824〈b繊；に，北借5）r！E教授副委U長として厳粛　　　　　　　所

維機械学科258名・繊ホf〔1ヒ学工鞠216にイ了なわれ，学欄職養1，酬会脚繊維騨科（48f，）

乎・の紬1114名であり・入’・’蹴」・そ剛燃さ繊・・．｜・〕i∫鋤に」・り川・馴識獺酬灘1竺・1・毒1杣飽

れそれ29・50・4L　46・36名レe繍’は18日正II・IWを1！肋・・タ・。叉ご子，齢｝・」こ　　　侶、

202名であ・た・　　　　胱紙凍燗’賊腓1轍醐疎n鵬収・：鄭約1；∫二1：：業KK

入戦など4月12日に松本で入；iζ・洋レー卿鋤の杜1棚氏まで｛路綱・隆夫煉綱褒KK

雌誓式があり調17日に｝工網螂の界に澱されてし・る．紅人給陸硫1酬｛眺製脳ロく

大縮入学謡武が当鍬‘C行なわれん吐1肺．上常r間2に1、｝憾｝・てい今戊川醐・酬繊1絋K

た・これに先立って11日から｝ま縮‘測ます・　　　　　　　剛rlll正期壮ンィKK
の授業が始められている・　　　鞭青治先生イ訓持名誉搬に｝・瀬武士イ瓢聯収1く
　学内人事　　　　　　　　　　　　木年3月末退官した］タ源清治先生は多大井　道夫　牧野繊維KK

（44年3月1醗令）　　　ゆ功績1・より川1Ei付1訓蝉・15ぷ鰍KK》輔製f師
　　上原倣助講師に昇任　瓢授1・艇られた・　　　小熊昭麻ナイ・・ン聯KK木

佐藤弘講｣。，）昭和43鞭卒繊職先，爬，、㌫㌧、績。K

　　押金　健吾　　助手に昇任　　　　繊維農学科　（28名）　　　　　　　大日力嗣笥　旧m健毛織KK

（44年3月31日発令）　　　・繊敏夫1言大繊維農学研究科（プ（柏野和夫栄二ぽKK
　小泉　箔明　　教授　退職　　　　　　　　　　　学院）　　　　　　　　　　金」’・康浩　サイボ＿KK

　荻原清治　教授退職　　尾lll奇忠コ1：三水蹴認1（　　亀田旅彦林テレンプKK

　」源似助　講師退職　　柏∬｛1悦二郎隔タ加一ラ麟1ぽ亀之園綱川帥、・リヤスKK

（44年胡1日）　　　　河・豊プL州ブ判56刑燈・1杭rl］1【it厚木ナイ・ン：喋KI＜本
　　白井　美明　　　駕授に昇圧　　　　塩川　粂光　小諸市役1可『　　　　　　　　　　　　　社工場

　武田　　晃　　教授に昇任　　　　下村　　茂　埼玉県茶業試験場　　　　久個〔賢三　プく島繊維工業KK

　林　　貞男　　助教授に昇任　　　角m　　題　自営　　　　　　　　　　黒田　静i「t信大繊維学部ゴ鵠と院

　桜井　善雄　　助曳授に昇任　　　武田　∬男　信’大繊維与部教務員（1幻　沢井　保独　計測器エ業KK

　島崎昭典　助教授　　　　　　rり13縢）　　　　沢「日秘グンービKK
　　　　　　　　　（農林省より）　竹中　仰也　荏原インフィルコKK　　杉1」」　雅夫　近泉合成毬聖維KK

　柳沢　幸男　　助乎に昇任　　　　竹IJi∫　道夫　京都府企業局　　　　　　　鈴オこ　JE徳　KKジュニァー

　武井　隆三　　助乎に昇任　　　　立岡　康則　帝人KK　　　　　　　　　関　吾代志　川島紡績KK

　滝沢　逮夫　　助手に昇任　　　　千種　貞雄　メナード化粧1品KK　　　関谷　Zl1敬　遠ノ・1・1製作KK
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田中　清五　自営（田中織物KK）　　沽水　健一　研究生，大安研究i　　曾我　浩典　アイシン非‖機KK

渦　　良明　長野紡績KK　　　　　　鈴木　英雄　二越百貨店　　　　　　　滋1｜lr　肪火　ll古liliゴムKK

冨氷　和雄　但井KK　　　　　　　　世艮　好造　：’〕：ッ星ベルIKK　　　　l日上　研二　KYC光iψぱ械．．1∵花KK

豊田　隆夫　広田KK　　　　　　　商山　昌也　日本汕1脂KK　　　　　沌沢　肪川　Eりllレ三1ソKK

中江　正日本フェルトKK　　滝沢秀敏　　　　　　　　武1勾⊃肥富士棚：1：K正｛
中西　月五　トーネンKK　　　　　　竹内　勝巳　　　　　　　　　　　　竹内　　健　KICド泓製作所

永島郁夫　福田紡績KK木社工場　　「r川11久　U木バイリーンKK　　　i］m　nこ帝川級維KK　，

新美　富幸　愛知紡績KK　　　　　　こヒ1］：lr℃昭　　　　　　　　　　　　　土門　甚作　工くK大租｛ぱt

西川　　浩　綾羽紡績KK　　　　　中W　偉人　｛1月成化学．τf｛KK　　　　叩野　1）虻：KKW一エム聾1兇作所

八町　敏男　並木ナイ｜コン工業KK　　中村　憲↓∬　学部大学1｛ノし　　　　　　中村　　ll俊　匠くK刊1沖ΨW所

菱川　信也　片介工業KK　　　　　　仲村　：左㍍　学部火学IU；　　　　　　中村　敏麿　ll’1，ゾリンス㍍古川販茄

藤原　平和住江織物KK　　　　　！1㌦々村党雄　化）戊貝：品商’h：KK　　　　　　　　　　KK

前田雄一郎　KK小賀坂スキー製個1斤林　　弘道　’」’：拘～大直Ψ1院　　　　　　　州尺　プリ膓　1倉敷機械KK

道下　明夫　神戸生糸KK和歌山ユ：場　］！r川　宰孝　　　　　　　　　　　　　折川　）セ夫　n川慌気”｜：灘KK

武藤　秀雄　三共生興KK　　　　　　細木　公平　τ山化学KK　　　　　　林　　呂範　河川1｝｛KK

諸岡　英雄　信大繊維学部大！’｝ξ：院　　　松下　俊彦　学部大学院　　　　　　　随｛｛川　昭次　興川人絹’凱ッKK

山本　　功　郡上紡績KK　　　　　　’lr林　恒1隆　紺藤整染コ’業KK　　　　藤川　克己　罰川11器コ業KK

山本　敏郎　吉田工業KK黒普｜にじ場　　’宮本　弘f1：明成畦有会　　　　　　　　Il輌江敬一一・郎　11｜ル：製麻KK

吉田　　亮　興亜紡機KK　　　　　　森　　輝雄　～’1「榔大」粥li　　　　　　前野　釣借　大川日］i（KK

沓田　哲郎　大愛メリヤスKKオ礼　　安［日　公義　和染：1：業KK　　　　　　水本　　彰　フタバ産｛’：KK

吉田　睦雄　翁毛紡績KK　　　　　　日1上　憲；と　桔越ポリマーKK　　　　國＾づ1二：｛；｜」ゴiエ　興i｜h電コ：KI｛

和田　長夫　片倉工業KK　　　　　　吉m　　稔　　　　　　　　　　　　．　汀川　“寿　KK．：ノく阿機械製作川

和知　孝雄　大阪市立大学家政学部大‡Ol呼　信酷　ニチボーKK　　　　　　ポ艮下　1田た　班洋二1ぱζK

　　　　　　学院　　　　　　　　　　☆野　Jl三之　日本商彗ll　　　　　　　山汕　富雄

繊維工業化学科　（46名）　　　　　渡辺　幸雄　厚オくナイPンニ1二i漿KK　　山城　修二　ll精樹脂1鞍KK

浅井　　隆　レナウン工業KK　　　繊維機械学科　（’14名）　　　　　　山本　jE｝『1オィレ攻：に鷺KK

足立　　久　繊維学部教務員（遠藤研）芥川　　穣　原混気KK　　　　　　繊維化学工学科　（30名）

飯田紀子信州大学工学部大学院　青井i※ロ三男愛知紡績KK　　　制｜i　弘仁川テルモKK
石井　清志　オ｛ミケンシKK　　　　阿部　新一　日本オイルシールニ£業K　見本　年111ニノ＼津毛織KK

井上　克彦　学部大学院　　　　　　　　　　　　　K　　　　　　　　　　　片桐　鳳希　東京｛IJ殊電怨KK

今関　貞夫　日本染色KK　　　　　　稲m　堅朗　KK前ll｜製作所　　　　　木曾　　浩　1二｜本織物加工KK

今西　晃久　平仙レースKK　　　　　内川　　修　帝人KK　　　　　　　　小滝　敏則　KKはやしぺ

岩橋　弘実　厚木ナイロン工業KK　　大岡　行彦　大阪アルミニウムKK　　近藤　　涼　蘇東興業KIこ

上原義則凍洋ク・スKK　　　大須賀1勝之ワシノ機械KK　　　近藤憲夫ノ」・賀坂スキー

内山　倶宏　　　　　　　　　　　　大坪　宣次　東洋綿花KK　　　　　　重松　俊男　ヅく1↓’院

榎内　明彦　井倉工業KK　　　　　岡野　忠志　日産ディーゼル販売KK柴田　憲治　日木禽成ゴZ、

大場　　策　　　　　　　　　　　　角谷　直樹　KK仁丹テルモ　　　　清水　明夫　信越｝翻：｝｝！

岡村　　忠　東京都立ノく”大学贋完　　加藤俊剛　豊実工業KK　　　　　　豆；；沐　騰煽iプ阪雀1161

柏原　久雄　仲光製作所　　　　　　　河原　　洋　冨士ディゼルKK　　　　瀬在　敏行　1ヨ」㍍亡アフィルタ．．

河合　　恵　学部大学院　　　　　　北沢　　誠　KK鳥居鉄エ所　　　　春原　n口男　杉本穂染

鎌原　敦子　旭化成工業KK　　　　窪田伊功男　鐘通工業KK　　　　　淀沢　達ミ森下｛：二丹

小杉　敏已　興陽製紙KK　　　　　　小出　修一　黒田精工KK　　　　　　1↑内　flll夫　力く学ド，；三

坂井　武文　高原シヤツKK　　　　小島　久典　呉羽セインKK　　　　竹城　jl：二　iゴ】i分∫イ1呂1二芯

阪田　一彦　グンゼKK　　　　　　小島　　寛　豊和工業KK　　　　　塚田　茂リ」　中帽ヒ1｝：疑

坂本　成郭　　　　　　　　　　　　小松　迷雄　KK椿オミチェイン製作所中島　達也　」廓洩興芯

清水　和夫　浜野繊維工業KK　　　斉藤’直樹　オルガン針KK　　　　東　　ミ‘蔓昭　ヲi良↓li〔工業、、ほ：出
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　藤本汀子　粗」　　　　　　　　大谷　　武　長　野　（長！1ザ1：叢）小酒ルー繁　llll：阜　（帖　　　、片L）

　］1川　［1ヨ1彦　大学殿i　　　　　　　大平孝雄　長　！μr　（ノ1、Fノ当つ　佐々木了胤：艮　川　（．阿　　　1十D

　前島　秀夫　花咲繊紬IKK　　　　　小川　澁美　尺　印f　（蝕　山　北）　佐沖∫〔健．・郎　東　京　f　・｛り場東邦）

　政田　勝利　大学：院　　　　　　　　加藤　　．1ビ　rr　lll　（金沢似丘）　W・1汲、徳　大　阪　rへ　　’汀）

　メLlTl節雄　大学1院　　　　　　　　葉IU　］日・兵　弄1［　（杜）　渋得　・女雄　秋　P－1　（描　　　一D

　宮崎　照肪　緑月1化成コ司1　　　　　小松　＿、・杜　野　G鮒県ケ丘）　1洞（i沌雄　」．ミ野　（1同　谷．南）

　官沢　勝lr長野jll！・　1；木部　　　　　小lll窟：F　E　！llf　（艮町llし｛，）↓｜∴｝木　正人　・九　阪　（｝1旦　　川）

’1軸湘K聯1｜川鋤i∬　　桜．恒1三人静岡（・　俣）解1進長野礁　代）
　71野　安ハ三高丘工業　　　　　　　笹升ヌ渓枝　長　野　（上　　　m）　鈴木　　源　三　諏　（伊　　　勢）

　村山↑・1彦　中外炉工業　　　　　　建部　　悠　刊僚月1　（多　　　摩）　鈴木　孝雄　充　良　（i｛i欠　　傍）

杉本敏広KK酬1酢　　 II肌卿｛兵川ζ（路典臣南）瀬島1顧．…、1　山（リ己　島）

　　　昭和43年度信州大学院　　立岩　剛長野　（須　　　坂）i端共治」】｛「ヨ三（川「口二：溌：）

　　　修士課程卒学生就職先　　川中　lll旗　：ノく阪　（il↓；1　　津）武侑雄｝1（鳥　lli（鳥取京）’

　　　　　　　　　　　　（’22㍍）　　内藤　；㌧川li〔E　野　　（野　沢　：ll二）　llいll原川　）」〔　㍗1；　（須　　　知）

　繊維’狸ド：専攻　　　　　　　　　　　lll川　欠：！1長　町　（松〕イ部ケ．［の川中．川一・、1．：野（松本深志）

　大池　国介　富山化ゴ『1hl二業KK　　．　中沢　ll成　長　野　c丸子り糀）　丹治　敬夫　大　阪　（富　ln　林）

　北川　幹夫　栗川二r業KK　　　　　原　　紀夫　長　野　（野沢北）　忠川　良ド　盤Olll　（瑞　　　陵）

　小林　公P　繊継三｝；了1部山Fl研究ぷ　　び臼ll恒雄　大　阪　（山　　本）　辻　太久郎　和歌山　（星　　　」・ト）

　］芯沢武夫京都府企米∬；｝　　　　広部　溺冠：煎京　（’r　　歳）　天満瓦凱郎」養崎　（長嫡　泌）

、林　　利干　　　　　　　　　　堀　　幸代長野　（．1．m染谷丘）冊本4工1…愛知　（援　　台）

　繊維工業化学専攻　　　　　　　　　松尾　　悟　京　打1｛　（鴨　　　河）　林　　　栄　艮　！野　（屋　　　代）

z隙腸子舗∫獅正諜肪訓　加1治‘長野（野沢北）樋ilれ畝」墨野（長　野1）
井上潴畑柑・キKK　甘下1肝長野（」、［11染谷め蠕＿雄ユ、い‖　隈　野）
張匝順明．二：期！僻：ぷKK　枷．1欄・長野（1　代）〕セ日に蜘北端（‡L幌1・［o
Illl⊥1民弘1｛木レ仁1ンKIζ　繍」1三・一ヨく阪αII泉二［二業）枡谷1　1大lll～（11∫　1；∫D

　夏日　駿一工　↑1古搭ゴム1くK　　　　　安川　ii．〔二」・禰　肺1　（：小　介　西）　三ケm　何1［大　分　　（大分舞W）

　原1］：1昭：夫　高分子化学二t：業KK　　　繊維工学科　　（50f〃）・　　　　　　　水野　高務　愛　知　　（刈　　　谷）

　深津　和彦　興国人絹バルブKK　　　浅岡　　博　新　潟　（rl“II　　　　　lll）　矢川　哲雄　日1梨　　（甲　府　粥）

　繊維機械学専攻　　　　　　　　　　朝ズ「秀雄　山　日　（柳　　　井）　1⊥1崎　：置1昭　長　野　（上　　　1・日）

　塚田　　真　信越化学KK　　　　　安藤　元一・』神奈川　（小　m　原）　山則　健二　艮　野　（野　｝II北）

　藤井　信治　神奈川縫勇てKK　　　　　石川　和民　兵　庫　（西　　　宮）　：・村　∬三明　大　阪　　（泉　　　陽）

　三橋　健入　横浜ゴムKK　　　　　　－一柳　雅行　愛　知　　（刈　　　谷）　繊維工業化学科　　（41名）

　繊維化㍑工学蹴攻　　　　　　　　　今堀　：和1皐　鹿児島　（鶴　　　九）　百野　茂希ll京　描　（踏　　　部）

　江口　Jl三彦　倉敷繊維加二1二KK　　　　上野　武男　長　野　　（＿、ヒLr1’1千｛祖）　石原　jl：ζ　兵　庫　　（芦　　　屋）

　北川　　健　宇部日東化成KK　　　　浦品　　開　滋　賀　　（虎　　　姫）　上村　裕昭　兵　庫　　（姫　路　西）

　別府　庸夫　千代田化工建設KK　　　岡m　恵子　1▲『　岡　（浜松市立）　内1’1：1哲曇／｛｛1熊　本　（八　　　代）

　堀内　　巧　帝人KK　　　　　　　　岡田　耕一・長　野　臼二　　　「1：D　江n　　保　兵　庫　　（1！［」　　尾）

茂木　義博　研究生　　　　　　　　岡本　公…　京　都　（洛　　北）　江木　茶f日　愛知　（名古烏」を院）

矢珊涼彦鯨滴÷KK　　小川　明大阪（啓づ陥学園）大岡博之大阪（沽水谷）
　山内隆史，1邦化学ユニ’：1叉K　 ノ」’架正…・静岡（i兵　　　　 松　　　　」；｜’1）ソく向　勇大阪（大1；反商業）

昭和44轍学試験合儲漂曽ii謬1；1；；1遮i｛囑；；㍍‡凛

灘麟科（29名）　　　神谷胞戊1愛知（刈　谷）加藤雅・｛己愛知（田　府）
稲　　　昇　神奈川　　（金　　　沢）　葡力二　薫　大　阪　　（1．　　野）　唐木　隆夫　長　！llf　（伊　那　北）

井上　栄二　大　阪　　（布施工業）　園間　　功　工5　11更．　（八　　　頭）　回井　英世　山芝　阜　　（岐南工業）

大谷誓一郎　神奈川　　（厚　　　木）　黒田　勝典　兵　庫　　（竜　　　野）　小林　啓予　長　野　　C長　野　厄D
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　　小LLI　茂　三　重　　（松阪工業）　河田　奨玄　鳥　取　　（八　　　頭）　川川　惣±火　阪　　（：泉　　　陽：）

　　斉藤　悦司　群　馬　　（太　　　m）　河村　洋二　岐　阜　　（　　開　　）　川畑　　：豊　京　都　　（功i｛　　川）

　　酒井　春江　長　野　（長　！野　西）　斉藤　　親　長　野　（屋　　　代）　午葉　∫』膨　I」｝川　（」［、　　竜）

　　定1⊥1　政秀　　大　　1仮　　　（＿ヒ　　　　　宮）　　f左藤　　安ホ己　　兵　　月i　　（士ξ　　　　　ITI）　　lli・1∴｝　　　1忍　　」：ミ　！ll予　　（」：　　　　1［1：）

　　篠原　正子　長　野　（長　野　西）　白石　flll一　新　潟　（直　江　津）　叩司　狸…　広　島　（1］膓遊　北）

　　杉木　恭二　大　阪　（西野田工業）　宗　　英敏　福　岡　（城　　　宙）　西村　行雄　」藁　仰　（原　　　代）

　　生和　道子　鳥　取　　（米　子　東）　礼lm　雄行　充　良　（一・　　条）　肝口　i｝‘；沖1大　阪　〔和泉二1：ill6）

　　高宮　久子　密　山　　（窟山女子）　m中　ヌIS宰　兵　庫　　（加ll「月1東）　野川　惨i治　艮　1崎　（に　崎　調o

　　田申　正生　東　京　　（艇大第一）　佃　　　勝　兵　庫　（芦　　　屋）　林　　率干　大　阪　（寝　ば　川）

　　千葉　恭照　北海道　（滝　　　川）　東条　広司　大　1坂　（清　木　谷）　平山　r！膓一　大　阪　r班　lll吉）

　　止田　　明　大　阪　　（1｛1，）　中川　祐…　福　井　　（ll｝1　　島）　藤木　敏：戊ミ　換　庫　（ベ　　　ホノ

　　中川　晴蔵　愛　知　　（半　　　田）　中西　幹男　石　川　（大　コ1Ii寺）　松原　邦行　：に　野　（松ホぴ忠）

　　西尾　一志　愛　知　　（鋪　　　里）　中村　惜平　愛　クin　（桜　　　台）　鍍鵬　　治　和歌II」　（ll　　　苗；）

　　西沢　光子　長　野　（松本蟻ケ崎）　長坂　松こ二　愛　知　（時　習　館）　矢島　仰火　長　野　Cヒ　　　1｜D

　　野込　博樹　香　川　　（商松第一）　長谷川明正　長　野　（屋　　　代）　柳沢　霧子　：1・ζ　野　（長　野　川）

　　広茂　豊石川（金沢錦丘）林　仰男lll口（山　rD山崎正了・〕大阪（瀞ll丘）
　　福田　佳子　長　野　（松木蟻ケ16｛D　原　　∫じ義　長　野　（長野］！f田）　横井　慮一　瓦　！11f　Cヒ　　　川）

　　二松　　正東京　（杉　　並）　伴　　伴一愛4111　（西　　　尾）　樹鵬守穴　W　問　（商　　　田）

　　増田ひろ子長　野　（上閥染谷丘）　平林　裕三　長　野　（大　　　町）　欝野　：元博　広　島　（郊　　　徽）

　　松村　峰彰　愛　知　　（西　　　羅）　藤井　正裕　岐　阜　　（多治見北：）

　　万羽昭夫新潟　（松　　代）］lf川昭正愛知　（半　　m）　昭和44年度信州大学大学院

　　宮沢孝典長野　（長　　野）堀　幹生大［｛反　（生　　野）　修士課程入学者　　（斯D

　　望月　明広　長　野　（肩…　　代）　増田　雅111｛奈　良　（畝　　　〔り）　繊維農学専攻

　　桃木　新一大　阪　（春　日　丘）　松木　　兆　大　阪　（三　国　丘）　慾藤　敏戊こ信1川大■繊維学｝Zl；

　　山田　，具由　愛　知　（時　習　館）　村上信行　岡　山　（岡ll川…山）　小林　荘…　弘前大学駕1｝学部

　　山本　良二　愛　知　（岡　　　崎）　安田　雅行　石　川　（金沢桜丘）　繊維工！慧ξ専攻

　　吉田　和正愛知　（申　　村）　吉尾　　巧大　阪　（今　　　宮）　黒田　静治信州大学跳派’ド都

　　繊維機械学科　　（46名）　　　　　　　吉田　博一　富　山　（砺　　　波）　諸岡　英雄　　　　　〃

　　会田　真澄　静　岡　　（沼　津　莱）　繊維化学工学科　（36名）　　　　　　山田　茶宏　　　　　〃

　　青木　博史　岐阜　（中　　津）　伊藤博志　兵　庫　（西　　　宮）　繊舗工業化学導攻

　　青山　　隆京都　（洛　　北）　若田　憲元愛知　（昭　　　和）　井上克彦信州ヅ（学繊維学口∬

、　石元哲明　宮崎　（富　　　島）　加藤敏男大　阪　（挑山学院）　河合　　恵　　　　〃

　　市川信率岐阜　（加　　　納）　川1奇利治石」ll　（金沢二水）　中条　隆雄　立命館大学理工■諸1｛

　　市川　　豊長　野　（須　　　坂）　木村宏一郎兵庫　（姫　路班）　戸叶　　弘　信州ソく学繊維学部

　　井脇雅治大阪（桃山学院）上月康憲愛知（千　 稲）仲村安善　　 〃

　　岩佐　久夫　兵　庫　　（加古川東）　坂オく悦子　大　阪　（天　ヨ三　券）　中オ弓’憲雄　　　　　〃

　上田　　　　昇　　長　　里予　　（＿ヒ　　　　　「日）　　坂本　　英俊　　」言　　四予　　（塑予　｝尺　　コヒ）　　オ木　　　弓ムヨ並　　　　　　　　〃

　宇田　秀行　愛　媛　（川　之　江）　坂木　充司　群　馬　（桐　　　生）　松下　俊彦　　　　　〃

　太田　年昭　愛　知　（一　　　宮）　塩崎　良次長　野　（上　　　田）　森　　輝雄　　　　　〃

　大総　正篤　新　潟　（糸　魚　川）　塩沢　正子　長　野　（長　野　西）　繊維化学工学噂：吹

　小佐波純夫　長　野　（・長　　野）　鈴木謙太郎　愛　知　（名古屋西）　重松　俊男　信州大学繊維学諸6

　　海福　　進　静　岡　　（浜　松　西）　須原　一樹　兵　庫　　（西　　　宮）　竹内　f申史　　　　　〃

　　加藤　隆司　愛　知　（岡　　　崎）　高井　裕孝　愛　知　（刈　　　谷）　古川　昌彦　　　　　〃

　神谷　祥二　鹿児島　（甲　　　府）　高橋　建～　長　野　（野　沢　北）　政田　1勝利　　　　　〃

　加茂野栄治郎　大阪　（河　　　南）　高橋　富男　愛　知　　（向　　　陽）　丸田　節撒｛li　　　　〃

　川瀬　洋治　兵　庫　　（西宮東）　高山　定真　長　野　　（松本県ケ丘）
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一一■領一可■已剛“w－一頂＿頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　ら記念01として備前焼の花；i｝1贈．，江

■一螺‡1寸‡㌶≧蕊‡難竪‡竺　羅　．
　　　感　　　　想　　　　　　　　　引続き宴会にうっりましたが江野村氏

　　　　　　　石酬剛の糊：ll｝竺た微碑蹴・1．エ　常綱騨会開催
　　　＿，　’　　ピソ叫珊ド剛】8｝蹴・た受職川81｜澗卿凝川llした踊1
士m竺門竺順）り㈱過当醐模撒・ど訓心・＋品1酬湘・，小刷・災，隙忠綱・1川1亦

三、1以細繍蹴今で1ま・当吻さ酬靱で〒輪み勧品肪約川じ繍・．訓櫨川，，1澗、一，
職助お泣は私より年戊㊨・・であ撤ごやかに会は村蛎臨・・川・酬…・川眺川、崎，松溺、，

ったから・ほとんど棚人と抽吟コづの・一・ぷ・が・・噺・とこ、1燃雄，1：、抽絶・岬．　繍、，

竺齢剛よ二燗蹴・たのでろで獅・蹴酬ら・・たので鼎ω獅｝蜘侭釧嗣‖欄につ

㌫私・授業澱けた轍，響烈撮警蕊竺；三欝鋤；蕊イll∵｛：1、：1怒蒜；，鷺

鮒汲なり・檎杓・・継訓・批撒会し波しゾ・・　　　脚鋼三弘三。（鍋i繊蜘，，，いて理

戊醐き鋤 ｱ数脳・その泌問　端・洲撫み耀ぽ頑・陶・…fは加い｛、川1蹴蜘富
で憩会報の辮搬1蛾斐酬脇張醐溺長りき・μ瑚・れた・　1‖山，貼耐の・ヅ、り・撚さ
小翻の鰍を知り・うた燃概褒繊　　　　　（竹内　己）れているので栖。■嚥引閲：
のものカﾟので紘即・姫　　　　　．　　d・，減燗，刷漸，、蹴総

　　江野村一雄氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は地兀支’・として100％紬入率にする

　　　　黄繰鱒祝賀会　欧州の旅からデ。マー，にて藷‡隠巖lll殿会鍋との

　既に新聞・TV，ラジオ’等でお聞き

およびのことと郁鮒が，こ⑱，　白沢幹（蚕5）　　理事会開1崔
1多年科’杉技術の普及奨励に精励されて　　養鶏飼＊ll研究調翌」．のため［孜州視察中　　3月29日迎：1ユ、を開借しゾ：こ，娼llic者

おられた江野村一雄氏（山陽支会々長）　の白沢幹氏（蚕5）から竹田編｛∬ミ・長に　は小林運実理事ま是，蒲生俊興，野口新

が去る11月21日科学技術庁より黄綬褒次の便りがあった。　　　　　　　　太郎，山1：1フじ次郎，和ll［1晋，香山治和

章を受章されました。　　　　　　　　3月12日北極線上を飛んでコペシバ山崎完，江野桐’一仙，竹内‡「語，斉藤

　この度の江野村氏の受章を祝して祝一ゲンに着きました。天候に恵まれて義臣，田ll陥，滋野1妃fli，小Lll長111，

賀会が去る12月9目午後6時より岡山侠適な旅を続けております。欧州に来関博夫，松沢秀二，」こ1蛙i雄，白井嬰

市ロ白園ミ後染園ミの中にある山緒あ　てよかったと思います社☆感念が大妻㌧範の17名，委fE状5名。・協議］｝：項は，

る「荒千茶寮」にて山1》ッ支会岡山，倉参考となりま〉〕“。ロンドンはさすが淋（1）新入学巡三の入学金，施設利用料にっ

敷地区在庄有志一・・II］］16名で江野村氏を　しいです。36階建の漸築が出来て5年いては前年に準じて1∫なうことに決定

迎えて蹴に・溺・オ・ましプこ・　も経吟日培も從可・頒く肪あした・（2）評壽組の劉1については瀞

　出1川者氏抗江野村一ヵ｛ら藤田六五きという，経済ぷ賃が禮1くてこれを使理事会の原案通｛〕決定（3）木年度重要運

生，商岡米治，中署寸英人，虫明聡夫，　う経1｝弓力がないというわけ。さすがに動として会費の納入にっいて山陽支会

長谷川浩三・那須野1昭文・松田昭・平　ミニはすばらしいですピー1・ルスは出　の完全納入実績の発2あり（現右三113

波弘，竹内康弘，駒津i圭夫，蒲本寿照，ても学生のデモは乱闘はやらない。ご％納入率）地元上小支心の納入率100

岡品正樹，西岡寛，小田ll鶴村本茂樹。健康をお祈りします4月上句に帰りま％となるよう常務理事と上小叉会幹事

　始めに祝賀会の幹∬をしていただいす。　　　　　　　　　　　　　　合例で協識エごを開い「二］00％納入迂成

た那須野氏の挨拶があり，有志一1〒可か　　　　　　　　　　　　　　　　　遊計↓：）ことに決定。
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　　菖器籔誌小支会幹事　芸：懸‡：講鑛；難購卜1㍑蒜㍑；総

　胡24肝鵬館で創6脇齢馴小山よし酷ん学部駐欄縛任　制1歳・・］9・M’
枇た。出儲は、瞭紆正珊倣，刊1鋤川剛・ミ砂ぷ…撫　・ノ知1い姻鋤
竹内　　｝，西沢jll＿，松沢秀二，竹川　に1献したが員ご存じの小山よしFさ　　　笠llil：」巨巳　　｛綿5　　．L小

寛，日帥茂光，肋・要脆」、・殴鋤刷4川・ら学｝肺：刷削紀して・ll・　ll川ザ郎赤16鯨
ら灯下力，倉沢秀＿，竹内彦保，青勘由するこ臼ヅ1：り卍し．た。千曲会の補　　　川1碕　・1’噛舞　　許】23　北嘆こ［

二郎，渡辺寛治，合津清の各氏で，伯・充は11川公伝さんにお1頗いすることに　　角川　・i‘C弘　　紡26　岐川

ド縞．、胴・融し，た．1“、淑・・賠　な。、・一］恥川帥憶亡節簿棚1　・Bi〔イi脚鋤　茄・1；・

　ω鯉1の納入について5川1吐・1・のさい：ご1腸いただぼ・の鮒州鰍　｛（駅・∴旧　川；㌧↓

支ξ員の名簿を作成してこの名簿の配研究望ミに∵　：めていγ：が・二んど本∫バ

布と共に鍋納入を川ら〕甑ミ」・し防めるこ」・｛硫パし拓　　　　潮
て画期的会費納入部i¢）向上計る。なお西村国男（蚕29）氏長野籔業試験場長　　　　　　　　　　　　　゜

鷲麟灘隠i濃：；に‡ξ耀蹴蹴，1脚嗣宮蝶会開催
いてはII怖婿音絵を1｝【1いておりf蛾r賜1・｛～・t：｝：川｜Ul付ム測鳩1諜1i地；｝1‘れの12川4rl・｛1｝1／・d∫：：：w撤・；1；

として卿・もでている¢・で幻’鉋に場蹴脚・1し・7・・硫・ご欄発1ぽ川～1・肺」1池賦於川・杣だぽ

、＿
Cする。　　　　　持する・　　　　　　舗鰍・ぷ韻30細蜥・｛・！川　i茜

　（2）母校60幽，己念牒｝こついては19中村臓氏（紡28）伽ン⇔通信洞捌ll∫ll；鰍i・・｛jl澗・タ紺こ：ぷ・

70年昭和45年が母樹澱60周年にな元1・大10ζ一名古∫ザ・酬・ンと転送され例に・｝…ら「餓栓1夢・・ぷil’澗Lが・’

ので言己翻継すべきかどうカ・，糊；て来た袖斜眠171酬レミ期・り・木fl㌔拙舳’ぷ1；・う㌔1耀

において言己念事莱師町があ鋤合i醐企く久しぶりに酬交蝋ぽど知って；鋤労・融い：こぽ・W・・：技ll油

力する記念…｝業は行うべきである。学懐かしく感じたりしています・咋年a　本顧ll｝1の受i’∫披饅，そオt：：・・『rl・：部総㌫

会記念講演会，等が話合された。　　　月に当地に赴任ぎ1三だ4～5年目　i地に　に出席され己ljlVの．｝11告ヨ：かあ｝），記

　（3）伊徽り蹴洲大戦の削・｛画を勤蹴しておる継です・却路1初富額謂せ・特紺パぴ』砿に

学部隠に幽す肌とについ・q燃中で当地ご訪r・圃加・ぬ耐」・・瓢畑た・1繊伽う：蹴ぽゾパみ硫

鑑は上暇紬響搬・融の1述でり下さい．蜘II脳移く鄭納紗ll：1当の気嫌にな川｝蜘姐一矧
又信大鞘浪戦であ。たので郷地，大陸珊iへひ継ず出て剖鋼バ・紺洲く・鯉lll由；撒・・崎∫

踵ミに針塚，」脚轍長と撫て蹴｛のでご予蹴ど聞か廿磁け麟’Cすつた・

≧ぽ際瓢1蒜t：；蕊・㌧・）灘，護

　　　高木三治相談役ご逝告　　　　　　会費通罰：40回完納した会員は次のと

　ホ会相談役高木ご治氏は3月16日こおりです（43．12．16～44．5．19の問）　　：∫1文会員のfi・lll叱け」、1庁川係｝数1多

逝去された。高木三治氏は本会理事と　多ユ1一本会向」二発展にご協力いただき感　く，次いで，学艮の先日三：ノゾごこ」り，児

して発展にご尽力され現在相談役とし　謝いたしますoなお40回完納者は内規　内永住者が多いので，連枯がとり易

て協力されていた。告別式は3月19日　により以降会費免除となります・　　　く・集り易い。反ll∬・頗振れ力決惑｛

自宅において行われ学部教職員，干曲　　　猪坂　直一　　蚕6　　」二小　　　　り，－」‘’年屑力｛人らないので，年と〕辱に

会只」多数焼香した。謹んで哀陳を捧　　　安部　　　和　　董：ξ13　　福i島　　　集まる年代が＿Lる・一・方てあそ：」れは，飼’
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処も同じと思うが，淋しい感じがす　　　　　　　　　　　　　　た。
る，しかし，年に＿度集って，上田に　　北奥支会総会記　　　っついて閤博夫理事から第29回定期

まっわることどもを語って，気炎をあ　　広域支会のため会員が顔合せするこ　総会で決定した母校火災復興資金の処

げることは，まことに楽しいことであ　とができず，例年岩手県在住者が新年分，その他協議事頃について，又蚕糸

り，やはり，大いに発展させるべきも会を開催していました。　　　　　　教育の改善に伴う母校の近況について

のである。　　　　　　　　　　　　本年は当初例年通りの会を開催の予説明があり，更に・母袋副理事長より県

　新役員　支会長　東家明秀（糸19回）定のところ，本部から関先生がお出で段階での状況，蒲生，猪坂両顧問から

　副会長倉沢恒夫（蚕28回）石渡重下さることになり急ぎ総会に変更した夫々所感が述べられた。次に議題の支

夫（糸20回）幹事　尾崎宗歓（蚕18回）次第です。　　　　　　　　　　　　　会運営については主な財源である会費

柿崎泰彦（蚕29回）柴円正見（蚕32回）　本部から先生がお出でになるのは2　の納入向上を期すことをきめた。

菅原吉隆（糸33回）　　　　　　　　回日でありましたが，参会者は岩手県　　つづいて上小支会役員改選に入り・

　　　　　　　　　　　　　　　　　在住者と宮城支会鈴木正一郎氏を含め詮衡委員を挙げ次の通り新役員が選任

12名でありました。　　　　　　　　された。つづいて笠原義人新支会長が

　2月8日午後2時から趣を変えて，　新役員を代表して就任挨拶があり，議

盛岡市入幡宮境内の静かな会場（さく　事はとどこおりなく終了した。

ら会館）で開催しました。　　　　　　次に昨年海外視察をなされた，母袋

　和田会長のあいさつに続き関先生か忠右衛門氏からブラジルの蚕糸業につ

ら学内動向についてお話があり，蚕糸いて，叉，多田忠正氏からヨーロッパ

教育統合の件案は驚いた次第です。　　各国の農業事情について，カラー写真

　千曲会山陽支会　　　　　　　　4時頃から，ささやかな懇親会を開をまじえた有益な講演がなされた。

　　山口県ブロック結成さる　　　き，旧若人に帰って飲み，語らい合い　終って懇親会は目己紹介を皮きりに

　春まだ遠く風筒肌につめたい1月の最後に校歌合唱で閉会としました。　　大いに誇り，おおいに盃をかたむけ・

下旬，山陽支会山口県ブロック結成の　　当日は前述のように岩手県に取引関宴はいつ果てるとも知らぬ盛会であっ

初会合が実現致しました。　　　　　係ある鈴木先輩がお忙しい所ご参会下た。　　　　（竹内　彦保記）

　母校を遠く離れた当山口の地では卒され，花をそえて頂いたようで感謝し　　上小支会役員（順不同）

業生の動静が殆んど分らず1度会合をております・　　　　　　　　　　　支会長笠原義人　　副支会長　宮

持ちたいと云う希望は皆あったのだろ当則巳席の方は次のとおりです。　下力倉沢秀一幹事長竹内彦

うと思いますが今度山村，松吉，両先　和田会長（蚕18）石塚（蚕21）　　保幹事青島二郎・塚田光弘・神

輩の御尺力によりまして山口市の近く　　鈴　木（蚕　22）小　林（蚕35）　　　津昭，田中一行・

湯田温泉に於て山口県ブロック結成会　及川（学蚕1）高木（学蚕4）　評議員萩原秀治細川俊雄茅野

議開催の事となったわけであります。　　伊　藤（学蚕5）大　塚（学農16）　　功　池田俊郎　横山忠雄　伊藤要次

　当日は山陽支会長江野村一雄氏の御　　橋　本（蚕別2）小　原（化4）　　　郎　久保忠夫　渡辺寛次　箱山住夫

出席を頂き母校からの近況等いろいろ　　堀　（化　7）篠　原（蚕38）　　茅野清三郎　宮本聴一　宇治川喜平

と御聞きしたり，千曲会の活動につい　　　　　　　　　　　　　．　　　　　飯島祐介　島田林助　合津清　宮尾

ても組の麺をしたのであります。　上小支会総会記　　三峠佐蹴夫籾‖沢市登噸

　そしてアルコールが廻るほど久し振　恒例の上小支会総会は2月22日上田　　幸男

き蕊㌶㌶㌔禦〒巨纏遼纂麟塩昭四最寄忘年会
　当日は私が1番後輩でありましたがを初め，若い新進の会員，それに本年　　東京千曲会総会で藤井君から発案が

それでも五十の声を聞く様になりまし　は長野県より地元塩尻に移転新営なっ　あり・卒業して満40年・草々の思い出

た。今後は若い方々が是非出席下さい　た県蚕業試験場在職の会員諸氏の出席　を語る会を中央線中野の〃ほととぎ

ましてこの会合に新風を吹込んで頂き　も多く56名と大変盛会であった。　　　す”（黄棄流の普茶料理）で開いた。

たいものです。当日の出席（敬称略）　会は宮下力副支会長の司会によって，　出席率のよい上洲の杉山・黒沢・岡谷

　山村洋介（糸22り松吉博隆（蚕25）　まず，池内俊郎支会長の挨拶があり，　の由井，堀井君が欠席であったが，千

　井生茂（糸23）1・11屋IE仁（糸26）江ついで竹内彦保幹事長から会務並びに　葉の大沢宝市，北原基，諏訪の宮坂美

　山貴昭（糸28）　　　　（江山記）　会計報告がなされ，異議なく承認され寿雄，東京は藤井富美雄，吉井鼎小
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林運美，馬場長市，富岡秀，西田勇三　　　　　　　　　　　　　　　　　　感激もした。因に在神の同級生は，再
郎の九名参会。夫々昼間は難かしい顔　 糸18回生に告ぐ　　々顔を合せることにしているので，何

をしている筈の連中ではあるが，今夜　　学友は得難いもの，力強いもの，近時たりとも飛入り歓迎です。諸兄の健

は初めから四十年の昔の侭でハメを外頃切なるものを感づるのは年のせいだ在を心から祈る。（千葉達人記）

した。大学問題では日大の大沢君が矢　ろうか。四国松山市から，宮崎忠祥君

う馬場君，奥さんの評判は余りよくな　折角の機会でもあり，思いつくまま　開宴に先立ち卒業20周年記念事業と

いがお孫さんには必ずお土産を買って電話その他で参集を求めた処，東京のして，家族アルバムを編成することが

帰る富岡君ここに時間の経つのを忘れ井野正夫，横浜の宮城忠夫，上田の笠議事として上提され，参加者全員を編

た・　　　　　　　　　　　　　　原義入，宇和島の中島熊保，それに地集委員として，本件を推進することに

　清心料理とは言うものの皆生臭なの元神戸の鈴木玄九，望月弘，千葉達人しました。

で・魚類も混ぜた料理は結構いける。　の諸氏が集り卒業以来の待望の大会合　　続いて中島氏のごあいさつ，田申博

朝からのひどい雨もカラリと晴れてス　となった。地元の和田貞政，信州伊那士のお話，湯原氏の乾杯の音頭にて宴

ガスガしい夜景を味わい乍ら散会し　市の須永茂の両氏は止むなき事情で欠をはりました。大井秀夫博士田中茂男

た。　　　　　　　　　　　　　　席の通知であり，残念がっていた。こ博士に次いで，第3の博士の出現を期

んな喜びを味うならば事の如何を問わ待し，また今後の同級生各位のこ・発展

ず，全員に呼びかければよかったと，　をお祈りいたし，夕やみ迫る頃別れを

後悔やら申訳けないやらで，同賛の諸惜しみっっ散会しました。（山崎記）

兄にお詫びするより外はない。

曇i警歎1議為纏繁薦・
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　　小泉清明先生退官記念事業　　　　　荻原先生退官記念晶募金

小泉瀞1先生には・本年3月31階も・て信州大戦t　…贈時下益ぜ｝1随峨賀し紺ま1・。さ鰍励治

搬定継官さ繊した・　　　　　　拙三に剛伽4年蹴イミ1］糾蝋担、。てイ訓大轍
先生は昭和3鯨都∂掴蝉膿　剛木生物学糀ご　搬ご1旦隠糠した．燃即1酬・仕r暇糸・側

緋鋼大学班u・しレ（1粥’師に入らオ・βξの後台北　轍に剛さ2・，」辣42年了淑・・隠に」・、二り，瞭λ、ど

帝国蝉講師・助’互授を歴fl㍉現地にホ・いて終戦剛え　先ヒの全k濾・、廷kの教一、∫輸と研．．と1臆さ才貼

られ調24轍」・・大・1；ξ（学芸弓「1部）搬として1脈・33た・また　酬・・嬬に・胸剛・ヒ燗洲郷1し珊傷

鞠校（酬対端1｛…判D三搬に転任総いました・　を翻W・たに柵力淑、洲）1綱蹴：に附毒流ぷ
その聞約40年渤物捌三1…麟・欄・籾どのi｛職ヴ　卿研究號成された・・ぽ励灼一．こ・珊剖鵬］・；，

験樋じていくたの人材撚芋rしド眠恥式帥・寸1　郷1の紬棚に続り・11醐細として尽加れ，綱

した・　　　　　　　　　　二畔科主欄4噺洲・蝉補柔脇絵翻，即1・分6脹
とくに・鰍疑パ〔｛・1湿韻その他柵の酬，と　その他畷　㍑∫油し，特ζ、一川：∫ヒ・醐職｝」，組抽ゴは

くに昭加・防蹴↓蹴一糊長闘！蹴任され・学胸　｝蹴・聞堤とりの・1端に・拠，れ，吋喋、ヒー醐測、

機搬騨・学科弓戊「究施設づく学院研獅：1の設立，婬物　銘していぼ1二ろであ問け。

の継塔にその敏腕をふるわオ憾した・い・妨・日　学夘こdうって閑本酬へ継，、期灘陀翻油，

本応用醐融学会パ本触学会・1：1頼縛会パ　イソドネシヤ学竺Eから郷い籠泥、な蹴蜘お棚

本生態学会・昧陸蝉会等の絵理彗岬犠員あるい　とこ功繊｝ま遮蠕碑瓢の順1こ継妬い・甜
は支部長，IBP－PF・木曾三川河日資源調査目踏｛研　　　ります。また数期に亘る午曲会惣凹：長として多岐に亙る

究グゲプの醸としてこノ軌また国麟齢議のた　継鵠成され，たと燃楓恥加・・めも鋤のお声

め醐燃をさ酷り一糊符舗会員として幅広く　が服るようでありますバのよう澱醐・、鋤労に対

ご瀧のほか・地方にあって1ま麟」1い麟県の鰍保　し，勤・の蹴繊すた囎糊12ξ，蹴腿湘則、

護・とく｝撮近は諏馴の櫟問題にとりく軌砿ど　り下記のような誘己念尋礫在禰い机ました．綱1柄諸

大学・学界を初め地域社会発展のため偉大なる貢献をさ　　　li：ご多端の折誠に恐縮とは存じますが，以上の趣旨にご

れてまいりました・　　　　　　　　賛同賜わり，吾初Rl・画に訓加た川〕・ますようひと
　このたび，このような先生がご退官なされるにあたり　　えに御願い申し上げます。

私たち有志は洗生の多年のご功績を顕↑影し・感謝の微　　　荻原｝梯鑑1三退’ll胤念1蹴絵

意を表わしたいと考え，よりより相談の結果，下記の記　　　　　　　　　　　　　発戊退人代表　白　井　奨　明

念事業をおこなうことにいたしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

つきましては調窓各位におかれましてもこの趣旨　1．記念鞘’‖鰹別1戚願購に一・任。

にご賛同下され，ご協力たまわりますよう，心からお願　　　1．〆　　切　昭和44年7月宋日

い申しあげます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．醸出金額　1口（500FD以上

　　　　小泉醐先生退官R己念縢会　　　　　1．払込方法なるべく振替唖頼ξ43341をご棚1

　　　　　　　　　　発起人代表田　口亮平　　　　　下さい（荻原先生退官記念品代と明記しでドさい）

　　　　　　　　　　　　　　　　刀、　山　　長　　雄

　　　　　　　　　　　記
　1．　1i己《念部：1業

　　　　内容はヨ行委員にお｛宏せください0

　2．拠4蕩頁
　　　　蓋妄；　　　　診頁　　　11：｜　（500「1］）　」》λ」二

　　　　払込期日　　昭和44年7月ヌミロ

　　　　払、込先上田市’1臥500（〒386）

　　　　　　　　　信州大学繊維学部応用動物学教‘ヌ内

　　　　　　　　　　　　4、荊明先k退官R己念］」．繧会

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（振替1二1囚ξ　長　日！予　12551番）

　　　　払込力法なるべく振替口座をご利用ください

信大教科書

自然科学書

　工学書協会特約店

株式会社西沢書店
上田原町TξL②0024
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○勝野　貞哉○和田　　敦　山本友之漉○莱原　　昔　　　羽場　消人　翻喬　1（1清　母袋　健一　論：川　　久

○原田　種亀　岸　　勝弥　同崎　武美○前沢　康雄　　　佐’㌔ホ宮久　中沢　　賢　鈴木　蕪泰　畑1野　光伸

　影山　　剛○高橋　氾一　〇大沢宝市○武田　一行　　　宮坂　啓集　ノ1、林　修三　聞宮　五1康　〕！｝1き川　彰三

　荒木　　喬　藤田　四郎　奥村　忠治OI州11利夫　　　山浦　和り」　風間　武茂　小泉　・枳迫　青本　蹴il§

O長谷川敏文○鶴田　完平　笹木　保雄○大山　　融　　　　佐藤　雅久　　今井「p子男　柳沢干代㍑○小川m　峻

　翁沢一二三〇阿部丈夫　田口　亮平　箱山　U三夫　　　｜｜｜鳥　f；‡雄　萩原　秀治　秋山　昭七　十2、本　　昇

　池田　俊郎　刀な野　　功○鷹野　貞雄○永井　頁吉　　　三有　　賢　清ノ1ζ　滉　欠聡il］沽允　］宋　　刊盤

　西村　国男○市瀬　武寿○鈴木　JE悟　横1尺　Jl三雄　　　　川日　llし央　小：籾頓次　白1トれi芳　林　　山男

○宮沢　　岬　細川　　豊　｝1‘∫水　良一・○林　　邦治　　　ノ1・松　好人　黒沢　　川i　ll‘li沢　弘川　小川月；1汀興

　浅野清志○上原　頚㊨亙○．ll藤見吉αド田　　4臣　　　荒ヅ1：　「ψ　・川1沽一　」砕ト　実　日i戸　1映

o深迫　　明○中島　　茂O中山　了lr二　松脇卓見　　　息ト1綾一　悲11∴シ　剛　廿山爾：1；　富二1描飛

　古平福紀　田申　一行　桜井糠雄　抑金健署　　　小林俊…　中塚吟1む　上田　満リ3　西1尺　jli俊

　久恨下栄一　市川　文夫　飯島祐介　叫1島章夫　　　古11f薦和　アflll　Ill行　角田　　定　中ll｛一似ぐ

　大井涕1軟　武井隆三　蒲坐卓磨　県　Xn－一　　　岡日1　純　柳沢　・棚　沢剤：剛iE　撰jllコ　膓｝三

　小林　勝　田村博二　富山呂臣　青森宗二　　橋オ畝之助　金井　節　イ川1泊り　艮谷川甑

○黒岩　　覚○荒井　　猛　高橋　　英　三谷　　‖茎｝　　大谷隼人　森泉　次火

O山田　良人○笠原　談人　山崎　嘗録　松野　輝彦

　小泉辰雄○羽（野鋤｛6池1：［い巨○〕嫁明フ辱　　　　　編　　集　　後　　記

　尾沢　敏男　山浦　克己　羽ζk　英尚（う小松　｝息孝

O森剛　　夫　藤田六三ll：生○松崎　　滋　丸田　節男　　　みすずかる信濃路も漸く葡1緑したたる，時節となり汝

　阿部信夫　松山仁一・郎　松尾　11［郎1山村洋介　　した。ベテラン小山長雄先6｛三の後6川ら受けピレ今後2

　赤尾　文顕　羽重　次郎　1！『沼　　茂　金光昭明　　ケ年llil，私達が会報の緬胞こ当ることになりました。前

　清水弥智夫　小却1忠富○岩本　賢次　近藤成敏　　任者のように立派な会服を皆様におノ司け出来るかどうか

　平林　　潔　南沢健三　島崎　昭典　］1甑昭彦　　lllミだ筑目llの念を抱くところでありますが，熱意と努力を

　牧野徳太郎　宮崎　爾［［；虻　小林　1日紀　鈴木　　蛍　　傾けて編集に当って参りたいと号えております、，どうぞ

○森　　力雄　田申，炎○多川　澄平　松永省治　　皆様のご支援と原稿のご送付とをお願い致レ三す、、

　飯島貞雄　百瀬克雄　］同本他劇月　藤井1↓「芙男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（竹川記）

O川久保　元　榎本健治　遠｝｛薬恒久　安井健一　　　編集・宏員　竹川　　寛，｛紗，（　昭，伯内　1恒！l

　星田　　馨　北沢　茂樹　伊藤　二男　浅治袈裟男　　　　　　　　　IPI尺　　賢，’ド林　　潔，小笠原原次

　宮下　　力　倉品紀富　｜却b宗一・笠∬買浪昭　　　　　　　　山本万寿九1三胡二注う）：，小林俊一

　川合久午　山浦　幸二　柳｝芦｛市鷺　佐藤憲三　　　　　　　　白井要範

1

特許・実用新案・意匠・商傍…　　｛

　　r1纐．訴訟．鑑定　　　｜

浜特許事務所
東京都港区新橋1の15の4
堤　第　一　ビル　4　階
東　　京　　（591）　　0764・0765

弁理士浜　　　香三
弁護士　中　　　猪之助
千曲会員　　福　　島　　鋼治郎

千曲会員　長　谷　　　実
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上田・中央
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